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オープンイノベーション戦略オープンイノベーション戦略

研究開発独法
（産総研等）

事業セグメント

重電システム

産業メカトロニクス

情報通信システム

電子デバイス

家庭電器

政府・財団法人
（国プロ）

標準化機関
フォーラム等

企業

大学

三菱電機三菱電機
コーポレート

・事業部門
・開発部門
・知財部門
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三三 位位 一一 体体 経経 営営

知財は事業競争力の重要な要素

知財の創造・保護・活用
産学官，産産連携強化
標準関連知財の取得

事業戦略

研究開発戦略 知的財産戦略

イノベーション強化
産学官連携強化
技術標準の取得

技術重視／知財重視
グローバル戦略の進化
選択と集中（得意分野への集中）
アライアンス（再編、合併、連携、提携）

■ 定期的な戦略会議
■ 課題別アドホックな連携会議
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知知 財財 戦戦 略略

独 占

デジュール標準
フォーラム標準

標準化
パテントプールパテントプール

ライセンス
クロスライセンス
特許購入・売却

連 携
企業価値
最大化
企業価値企業価値
最大化最大化

事業戦略

研究開発戦略

＆
知財戦略

事業戦略事業戦略

研究開発戦略研究開発戦略

＆＆

知財戦略知財戦略 基本特許

周辺特許

ノウハウ
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世界標準暗号技術世界標準暗号技術

線形解読法

米国標準(当時)暗号
DESを世界で初めて
解読に成功(1994)

量子暗号

MISTY暗号

世界標準

MISTY
ISO標準採用
(2005)

証明可能安全
新暗号MISTY
発表(1996) 世界最長距離(当時)

87km量子暗号(2002)

WCDMA携帯電話
国際標準採用(1999)

GSM携帯電話
国際標準採用(2002) 単一光子源を用いた

量子暗号(2007)
（北大との共同実験）

MISTY応用製品
携帯電話、DVDレコーダ、プリンタ、指紋認証装置、ICカードなど 5



当社の国際標準化活動例当社の国際標準化活動例

ISO

IEC

ISO/IEC
JTC1

ITU

ﾌｫｰﾗﾑ

車載用
電子機器

宇宙・衛星

電力
CIGRE

FAフィールド
ネットワーク

鉄道車両用
電気機器低圧遮断器

画像符号化

暗号

3G携帯電話

映像蓄積装置

デジタルTV

FAフィールド
ネットワーク
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ググ ロロ ーー ババ ルル 戦戦 略略

◆３拠点連携、産学連携による先端開発力強化

◆国際的な知財創造、保護、活用

◆国際標準化活動への取り組み強化

欧州（英、仏）
Mitsubishi Electric R&D 

Centre Europe B.V.(MERCE)

Mitsubishi Electric Europe 
B.V.(MEU)知財部門

米国
Mitsubishi Electric Research 
Laboratories, Inc. (MERL)
Mitsubishi Electric & 
Electronics America,Inc.
(MEUS) 知財部門

中国
Mitsubishi Electric(China) Co., 

Ltd(MEC) 知財部門

開発本部
先端技術総合研究所
情報技術総合研究所
デザイン研究所

本社知財部門
知的財産センター
知的財産渉外部
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知財シナジーの発揮知財シナジーの発揮

家庭電器電子

デバイス

情報通信
システム

産業メカ
トロニクス

重電システム

ビルシステム

R&D部門
知財部門

事業

新幹線
ｴﾚﾍﾞｰﾀ

車載機器
NCサーボ

白物家電
太陽電池
ｼｽﾃﾑ

ｾｷｭｱ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

ﾊﾟﾜｰ
ﾓｼﾞｭｰﾙ

ｱｸｾｽ制御計装制御ｾｷｭﾘﾃｨｰｾｷｭﾘﾃｨｰ

ｲﾝﾊﾞｰﾀｲﾝﾊﾞｰﾀ

環境関連環境関連

機器
ｾｷｭﾘﾃｨ

衛星電源

ｾｷｭｱﾏｲｺﾝ
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環境経営と環境関連事業戦略の推進環境経営と環境関連事業戦略の推進

太陽光発電システム事業太陽光発電システム事業

ヒートポンプ応用事業ヒートポンプ応用事業

クリーンエネルギー事業
（原子力発電､ IGCC）

クリーンエネルギー事業
（原子力発電､ IGCC）

ビル設備関連省エネ事業
（省ｴﾈ診断/対策/運営管

理）

ビル設備関連省エネ事業
（省ｴﾈ診断/対策/運営管

理）

高効率自動車機器事業高効率自動車機器事業

高効率照明事業高効率照明事業

省エネ対策機器/支援機器事業省エネ対策機器/支援機器事業

パワーデバイス事業パワーデバイス事業

*IGCC: Integrated coal Gasification Combined Cycle

地球温暖化防止地球温暖化防止 循環型社会循環型社会

自然との共生自然との共生
環境マインドの育成環境マインドの育成

技術と行動で
人と地球に貢献する

環境ビジョン2021
（2021年を目標）

製品使用時： CO2排出量30％削減
→省エネ製品の技術革新と普及

生産時： CO2排出総量30％（52万t）削減
→省エネ投資継続、高効率機器の導入 等

発電時のCO2削減への貢献
→太陽光／原子力発電ｼｽﾃﾑ事業の強化 等

製品の3Rの推進
（リデュース、リユース、リサイクル）

→ 資源投入量30%削減、
家電プラスチックリサイクル率100％

ゼロエミッション
→ 廃棄物の直接埋め立てゼロ目標

環境関連事業戦略の推進
～ 様々な省エネ製品の提供を通じた地球温暖化防止への貢献 ～

（億
円）

年平均年平均8%8%成長成長

（年
度）

環境関連事業 売上高
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ご清聴ありがとうございました
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